
どなたでも自由に参加できます！

持鱈企雛の　　l

議場　日

師所時

「見える化」とは・・・ 

企業の競争力を高めるため、現場や組織の「見えない」「見 

せたくない」部分を「見せる」ことにより、最前線の現場の「根 

っこ」から業務改善を図る取り組みをいいます。 

謹葉‘の薬鬱 
一部の組織の中や人に 

「囲い込まれている情報」など　　　′ 

最前線の現場の「根っこ」から改善＝意識改革 

本質的な競争力を高める二葉締向上 
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1
月
か
ら
出
産
育
児
一
時
金
が

3
8
万
円
に
な
り
ま
す

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
が
出
産
を
し

た
と
き
は
、
1
児
ご
と
に
3
5
万
円
が
、
出
産
育

児
一
時
金
と
し
て
支
給
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ

の
出
産
育
児
一
時
金
は
、
1
月
か
ら
産
科
医
療

補
償
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
3
万

円
増
額
し
3
8
万
円
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加
入
し
て
い

な
い
分
娩
機
関
で
分
娩
し
た
場
合
は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に
3
5
万
円
の
一
時
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

出
産
育
児
一
時
金

被
保
険
者
が
出
産
を
し
た
と
き
、
1
児
ご
と

に
支
払
わ
れ
ま
す
。
多
生
児
を
出
産
し
た
と
き

は
、
胎
児
数
分
だ
け
支
給
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
、

双
生
児
の
場
合
は
、
出
産
育
児
一
時
金
は
2
人

分
に
な
り
ま
す
。

産
科
医
療
補
償
制
度

こ
の
制
度
は
、
分
娩
機
関
が
1
分
娩
当
た
り

3
万
円
の
保
険
料
を
損
害
保
険
会
社
に
支
払

い
、
通
常
の
分
娩
で
脳
性
麻
痺
に
な
っ
た
子
ど

も
に
対
し
て
、
補
償
金
3
、
0
0
0
万
円
（
一
時

金
6
0
0
万
円
、
年
1
2
0
万
円
×
2
0
年
間
）

が
支
払
わ
れ
る
仕
組
み
で
す
。
制
度
加
入
分
娩

機
関
は
、
日
本
医
療
機
能
評
価
機
構
や
県
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
さ
れ
ま
す
。

※
県
内
の
分
娩
機
関
は
全
て
制
度
に
加
入
し

て
い
ま
す
。

間
合
先
　
市
民
生
活
課
　
年
金
・
医
療
担
当

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
、
「
国
民
健
康
保
険
」

の
保
険
料
（
税
）
の
納
付
方
法
が
自
由
に
選
べ

る
よ
う
に
な
り
ま
す

保
険
料
（
税
）
を
年
金
か
ら
天
引
き
で
支
払

っ
て
い
る
方
の
中
で
口
座
振
替
を
選
択
で
き

る
方
は
、
直
近
2
年
間
に
国
保
税
の
滞
納
が

な
く
、
世
帯
主
ま
た
は
配
偶
者
の
口
座
か
ら

納
付
で
き
る
方
な
ど
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

4
月
か
ら
は
、
年
金
収
入
の
多
少
に
関
係

な
く
、
口
座
振
替
の
た
め
の
要
件
も
撤
廃
し

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
「
国
民
健
康
保
険
」

の
保
険
料
（
税
）
と
も
、
口
座
振
替
か
年
金
天

引
き
か
を
自
由
に
選
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
口
座
振
替
で
納
付
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」
の
被
保
険
者
（
本

人
）
の
う
ち
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
で
1
月

中
に
申
請
が
必
要
な
方
は
・
・
・

①
現
在
、
保
険
料
を
年
金
か
ら
天
引
き
で
支

払
っ
て
い
る
方
、
も
し
く
は
②
平
成
2
0
年
6

月
2
日
か
ら
1
0
月
1
日
の
間
に
7
5
歳
に
な
っ

た方。
「
国
民
健
康
保
険
」
の
被
保
険
者
（
世
帯
主
）
の

う
ち
口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
で
1
月
中
に

申
請
が
必
要
な
方
は
・
・
・

①
現
在
、
保
険
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
で
支

払
っ
て
い
る
方
、
も
し
く
は
②
平
成
2
0
年
4

月
2
日
か
ら
1
0
月
1
日
の
間
に
6
5
歳
に
な
っ

た
方
で
、
か
つ
、
世
帯
内
の
国
民
健
康
保
険

の
被
保
険
者
全
員
が
6
5
歳
以
上
7
5
歳
未
満
で

あ
る
方
。

申
請
・
間
合
先

市
民
生
活
課
　
年
金
・
医
療
担
当

税
務
課
　
市
民
税
担
当

l
L
ー
m
m
t
l

透
市
民
と
職
員
が
一
緒
に
学
ぶ
ー
・
P
a
l
－
Ⅱ
～

ト
ッ
プ
企
簾
の
業
務
改
革
を
学
ぶ
　
「
見
え
る
化
」
講
演
会

8
月
に
市
民
と
職
員
が
い
っ
し
ょ
に
学
ぶ
！
P
a
1
1
I
と
し
て
、
「
事
業
仕

分
け
」
講
演
会
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
多
く
の
市
民
に
参
加
を
い
た
だ
き
、
職
員

と
と
も
に
勉
強
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
第
2
弾
と
し
て
、
ト

ッ
プ
企
業
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
業
務
改
革
の
ひ
と
つ
「
見
え
る
化
」
を
勉
強
し
ま

す
。
多
く
の
市
民
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

テ
ー
マ
　
「
見
え
る
化
」
の
本
質
を
理
解
し
、
強
い
組
織
へ
変
身
1
－

2
月
2
日
（
月
）
午
後
2
時
～
4
時

都
留
市
役
所
3
階
　
大
会
議
室

遠
藤
　
功
　
早
稲
田
大
学
大
学
院
商
学
研
究
科
教
授
、

（
株
）
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ベ
ル
ガ
ー
日
本
法
人
会
長

申
込
方
法
　
資
料
作
成
の
た
め
1
月
2
8
日
（
水
）
ま
で
に
電
話
、
フ
ァ
ッ
ク
ス
、

メ
ー
ル
な
ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

主
　
催
　
市
・
県
市
町
村
職
員
研
修
所

申
込
・
間
合
先
　
政
策
形
成
課
　
企
画
担
当
　
F
A
X
（
4
5
）
5
0
0
5

E
メ
ー
ル
　
k
i
k
a
k
E
－
⑤
c
i
t
y
．
t
s
u
r
手
．
g
．
j
p

「
見
え
る
化
」
研
究
の
華
人
書

講
師
紹
介

早
稲
田
大
学
商
学

部
卒
業
。
米
国
ボ
ス

ト
ン
カ
レ
ッ
ジ
経
営

学
修
士
（
M
B
A
）
、
三
菱
電
機
株
式
会

社
、
米
系
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会
社

を
経
て
、
現
職
。

欧
州
系
最
大
の
戦
略
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
・
フ
ァ
ー
ム
で
あ
る
ロ
ー
ラ
ン
ド
・
ベ

ル
ガ
ー
の
日
本
法
人
会
長
と
し
て
、
戦
略

策
定
の
み
な
ら
ず
実
行
支
援
を
伴
っ
た

「
結
果
の
出
る
」
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
と
し

て
高
い
評
価
を
得
て
い
る
。

主
な
著
書
に
「
見
え
る
化
」
、
「
現
場
力

を
鍛
え
る
」
な
ど
が
あ
る
。


